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  障がいのある方の雇用に取組む 

 
株式会社カナモリ 

(京丹後市) 
「京都はあとふる企業」です 

 

 

 

【障がい者雇用の経緯】 

20 年位前に、社長の知人の紹介で聴覚障がいのある方を雇用

しました。障がいの有無にかかわらず、その人の力を発揮してい

ただける仕事の環境を作れば、誰でも戦力としていきいきと働

いていただけると考えました。それを機に支援機関などと連携

し実習受入や採用を進めてきました。現在、７名の身体障がいの

ある方と５名の知的障がいのある方が働いています。 

  【障がい特性に合わせた環境づくり】 

 障がい特性に合わせた仕事の環境、就業形態を作ることを

基本に、マニュアルの整備や繰り返し分い指導、必要な通院

時間の保障などを行っています。また、聴覚障がいのある方

には筆談し易い環境を、身体障がいのある方には、特性に応

じ座位等で仕事ができる環境を整えています。 

 障がいのある方の仕事は、複数人のラインに入り様々な部

品の組付けが主で、ラインの前後の従業員が常にサポートし

ています。ほとんどの方は、仕事に積極的になり、仕事のレ

ベルを上げられ、違う仕事にも挑戦されています。 

 就業・生活支援センターや高等技術専門校の実習を受

入れていますが、仕事の内容をよく理解いただき、相応

しい方を紹介していただいています。 

 地元の方ばかりで、日常的に従業員と接点があること

も、安心して働いていただける一因と思います。 

  

 

  

 

【主な事業内容】プラスチック射出成形品製造 

【障がいのある方の主な仕事】ラインでの部品の組付けなど 

 

【Ｉさんに聞きました】 

 ５年目です。実習・トライアル雇用を

経て就労しました。実習の時、手作業が

自分に向いていると思いました。最初の

頃は、工程全体の流れが分からなくて、

言われた通りするのが手一杯でした。皆

さんに教えていただく中で、流れも分か

るようになって、自分から進んでできる

ようになってきました。 

 パソコンを使って自分たちでマニュ

アル整備することがあり、休日に豊岡市

の教室に通い、ワードを修了し、今、エ

クセルを勉強しています。 


